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復活節第 2 主日礼拝 説教 「私たち信仰者の生涯」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 4 月 11 日  

イザヤ書 65 章 17～25 節 マタイによる福音書 28 章 11～15 節 

イースターを共に祝い、共にその喜び
を分かち合った私たちが、再び、この御
堂へと集められて参りました。それは、
復活のイエス様が今も私たちと共にある
からであり、私たちがこうして再びこの
場へと連れ戻されることになったのはそ
れゆえのことでもありました。そして、
それはまた、イエス様のご復活がこの地
上で起こったことであり、それれゆえに、
地上に生きる私たちの生涯の日々におい
て繰り返されることになるのです。です
から、私たちがよく「私たちの人生の中
心はイエス様」と言っていることは私た
ちの思いつきや気まぐれなどではありま
せん。イエス様の甦り、ご復活が真実で
あり、正しいと、聖書がそう今も語り、
また教会がそう証言するように、聖書の
語る真実、そして、その正しさと、私た
ちがそこから離れずに生涯を過ごすから
こそ、この繰り返しの中で、イエス様が
中心であるということが自ずと腹に収ま
っていくものなのです。それはちょうど、
お母さんの胸に抱かれた赤ちゃんが、そ
こで言葉を覚え、話すことができるよう
になるのと同じです。この日々の繰り返
しの中で、私たちは神様とイエス様のこ
とを必ず深く知らされることになる。私
たちの信仰とはそういうものであり、そ
ういうふうにできているのです。ですか
ら、そういう意味で、聖書の言葉が分か
る分からないと焦ったり、あくせくした
りする必要はありません。また、自らの
人生についても、太く短くとか、細く長
くとか、与えられた命について、自分で
あれこれ考える必要もありません。すべ
ては主の御心の内にある、イースターは、
イエス様の復活を真実で正しいと信じる
私たちに、その御心の内にあればこそ、
それが事実であることを明らかにしたの
です。なぜなら、それが、イエス様の復
活がこの地上で起こったということでも
あるからです。 

そこで、今申し上げた主の御心の内に
私たちの命があるということ、つまり、
私たち信仰者の生涯はこの主の御心の内

にあるということでもありますが、です
から、今日の説教題を「私たち信仰者の
生涯」としたのはそれゆえのことでもあ
りました。けれども、そこにはもう一つ
の別の理由もありました。それはイザヤ
書 65:22 節の次の御言葉によるものです。
そこには、「わたしの民の一生は木の一
生のようになり、私に選ばれた者らは彼
らの手の業にまさって長らえる」とある
のですが、人間の一生、生涯を木の一生
にたとえているところに以前より心引か
れていたからです。そして、その理由は、
人の一生が、太いか細いか、長いか短い
か、そういうあれかこれかという思い上
がったところからでもなく、またあれも
これもという欲張ったところからでもな
く、ただ一本の木のようなものであると
のみ語っているからです。けれども、そ
の前後を見て行くと、そうとばかりは言
えないことに気がつかされます。なぜな
ら、「わたしの民の一生は木の一生のよ
うになり」とあるこの一文の最後には
「長らえる」ということがはっきりと語
られているからです。ですから、そう考
えると、やはり、太いか細いか、長いか
短いか、多いか少ないか、大きいか小さ
いか、様々なものとの比較において、こ
れがいい、これが一番、これが絶対だと、
そういうことを御言葉がここで語ってい
るとも言えるのでしょう。つまりは、御
言葉が語るところは、信仰は多くを手に
するための方程式、上手に生きる上での
生き方マニュアル、そういうものである
ということです。そして、そのように考
える人は少なくないようにも思うのです。 

ですから、そこで、もし、人から、信
仰は太く長くだよねと言われれば、御言
葉がそのように語っているわけですから、
確かにその通りだとお答えするしかあり
ません。けれども、そこで少し見方を変
えるとどうでしょう。私たちがもし木で
あったとしたら、つまり、木の気持ちに
なって考えるならどういうことになるの
でしょうか。太いか細いか、長いか短い
かは、それは確かに事実としてはその通
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りなのかもしれません。けれども、木に
とってそのことが一番大きな関心事とな
り得るのか、「一本の木のように」との
譬えは、そういう人間の関心事からでは
なく、むしろそういうところから離れた
ところで語られているものなのではない
でしょうか。そこで、木の気持ちになっ
て、長らえるということを考えてみたい
のですが、それは、根を張り、多くの恵
みを地より受け取ると言うことです。ま
た、枝を張り、空からたくさんのものを
いただくということです。そして、それ
は、自分だけの満足、拘りのためにそう
するわけではありません。長らえ、大き
く、太くなるということは、木が自分の
ためにそうなろうとしてそうなるもので
はないからです。神様の恵みをいただき、
結果そうなるということで、しかも、そ
こには目的があります。木が長らえるの
は、多くの命を養い、支えられるように
なるためです。そして、先日、あるテレ
ビ番組を見ていて、それが事実その通り
であることを思い知らされたのです。 

番組の中で語られていたことは、熱帯
雨林の大木には一体どれくらいの生き物
がいるのかということでした。そして、
調査の結果分かったことは、人間の目で
は追いきれないほどの数多くの生き物が
大小様々一本の大木を住み処としていた
ということでした。ですから、それを見
ていて多様性というものはそういうもの
かと改めて思わされたわけです。つまり、
多様性とは、人の目で追い、手でつかみ
取れる範囲の中だけのことではなく、む
しろ、分からないし、手も届かない、そ
ういう範囲のものまでを含めてのもので
あるということです。従って、私たちが
持続可能性という言う場合についても同
じことが言えます。なぜなら、多様性も
持続可能性も、そういう目に見えない、
手に届かないところものを無視して成り
立つものではないからです。ですから、
私たちの一生が木の一生に譬えられると
いうことは、そういう意味で今日的なテ
ーマたり得るのでしょうし、また、第 3
イザヤが記したと言われている今日のこ
の御言葉の背景、つまり、バビロン捕囚
後にエルサレムに帰還した状況を考えま
すと、御言葉が語らんとしていることは、

私たちの想像を超えた広がりを持つこと
にもなるのでしょう。 

そこで、一本の木に譬えられる私たち
の生涯を、このイザヤ書の御言葉からも
う一度聞いていきたいのですが、そこで
最初に気がつかされることは、私たちが
生きるこの世界も、そして、私たちも、
神様によって新しく造られたものだとい
うことです。そして、この新しさとはつ
まり、イエス様の復活を経験した私たち
にとっては、イエス･キリストというこ
とです。ただし、それは、イエス様が生
まれたか産まれなかったかということで
はありません。この地上で甦られたかど
うかということであり、それがこの地上
で確かにあったかなかったかということ
です。なぜなら、私たちにとって、それ
は真実であり、また、そう語られ、伝え
られていることは、それゆえに正しいこ
とだからです。ですから、イエス様の甦
りを真実、正しいと受け止めることので
きる私たちは、喜び踊り、また喜び楽し
み、その生涯を過ごすことになるのです。
それは、新らたに造られた私たちのこと
を、誰でもない、神様ご自身が喜びとし、
また楽しみとされているからです。だか
ら、私たちの中では、もはや泣く者も叫
び声を上げる者もおりません。夭折する
者も天寿を全うできぬ者もいないのです。
すべてが神様の祝福の許に置かれ、命を
命として、まさに命のそのままを喜び楽
しみ生きることができるのです。それゆ
え、御言葉は次のようにも語ります。
「狼と小羊は共に草を食み、獅子は牛の
ように藁を食べ、蛇は塵を食べ物とし、
私の聖なる山のどこにおいても、害する
ことも滅ぼすこともない」と、主なる神
様の言葉をこのように私たちに語るので
すが、それは、私たちの生涯というもの
が争いや諍いの中にあるのではなく、主
にある平安の内に置かれているものであ
るからです。 

ただし、それをはっきりとさせるため
には、一つ、忘れてはならないことがあ
ります。「私の聖なる山のどこにおいて
も」とある御言葉はそれを私たちに語る
のですが、つまりは、はっきりと線が引
かれているということです。それゆえ、
この線の向こう側に行ってはならない、
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それが私たちの信仰であるということで
す。ですから、21 節、22 節で「彼らは家
を建てて住み、ぶどうを植えてその実を
食べる。彼らが建てたものに他国人が住
むことはなく、彼らが植えたものを他国
人が食べることもない」と語られている
ことは、そういう意味での内と外とを現
しているのは間違いありません。従って、
この内か外かということは、私たち当事
者にとっては大問題となるのです。 

では、この越えてはならない一線を一
体誰が決めるのでしょうか。それが神様
であるのは間違いありませんが、ならば
どのようにして誰があっちで誰がこっち
だと見分ければいいのでしょうか。イエ
ス様が生きた時代、それを決めていたの
がユダヤ教の指導者たちでした。つまり
は、宗教的権威がその決定に携わってい
たということです。ですから、今日の福
音書の御言葉は、そうした背景を私たち
に伝えてくれているのですが、しかし、
宗教的権威が下したその判断は明らかに
間違っていました。それどころか、それ
は不当であり、それゆえ、宗教的権威と
目されている人々のしていることは、そ
の権威を自ら貶めていると言えるのでし
ょう。また、それだけではありません。
悪意、憎悪、敵意と、感情に溺れ、また
流され、我を失いそのような行動に出た
というならまだ理解できます。けれども、
彼らは至って冷静です。自らが何をして
いるかをはっきり理解した上で、イエス
様の甦りの事実をねじ曲げようとしてい
るのです。ですから、彼らの行為は、
人々を欺くだけでなく、神様の顔に泥を
塗るに等しいものです。それゆえ、この
時の彼らが神様の祝福の外に置かれてい
るのは間違いありません。しかし、悲し
いことに、御言葉は彼らの試みが失敗し
たと言わないのです。「この話は、今日
に至るまでユダヤ人の間に広まっている」
とあるように、イエス様の甦りが嘘偽り
であると、人々の間ではまことしやかに
語り継がれることになったということで
す。 

こうして、宗教的権威の目論見は見事
に成功したのですが、それを語るのは、
他でもない、御言葉です。従って、この
ことはつまり、イエス様の甦りの事実が

ねじ曲げられただけでなく、結果、神様
の御心の内か外かということも曖昧にさ
れてしまったと、そのように理解するこ
ともできるのでしょう。ですから、この
ことの影響は非常に大きいように思いま
す。私たちが自分は間違っていない、間
違っているのはあいつらだと、言えば言
うほど、自分の立場がどんどん悪くなっ
ていくということです。そして、それが
イエス様の甦りの直後にこの地上であっ
たことであり、けれども、そういうこと
は、人の一生において往々にして起こり
うることでもあるのでしょう。ですから、
そういう意味では、イエス様の甦りもそ
の例外ではなかったということです。な
ぜなら、イエス様の甦りがこの地上で起
こったということは、常にそのように
人々の思惑の中に置かれているものでも
あるからです。ですから、私たちがイエ
ス様の甦りとその正しさを主張し、たち
まちの中に批判に曝されるのはそのため
です。それゆえ、ここに記されているこ
とは、この地上であったことであるがゆ
えに私たちにとって他人事ではありませ
ん。しかし、それだけにまた、私たちは、
事実を事実として受け止められず、悪意
をもって真実をねじ曲げようとする人々
を認めることができないのですが、けれ
ども、御言葉が私たちに求めることは、
そこで泡飛ばして何かを主張することで
はありません。もしそうであるなら、ど
うして、「今日に至るまで」と、イエス
様の甦りを信じる私たちにとって不利に
なる事実を敢えて伝えようとしているの
でしょうか。それは、私たちが正しく、
向こうが間違っていると言いたかったか
らではありません。 

イエス様の甦りについては真実であり、
それゆえ、それが真実であることを伝え
ることは正しいことです。けれども、御
言葉が私たちにとって不利な事実を伝え
るように、イエス様の甦りの真実も、そ
して、その正しさも、誰が内で誰が外か
を決めつけるためのものではありません。
むしろ、そういうところから意識的に離
れ、何かを語ろうととしているように思
うのです。そして、それが冒頭で申し上
げた木の気持ちになって、ということで
もありますが、それは、私たちがどうし
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ても自分の気持ちや考えに拘り、自分の
願いを果たすこと、自分の思いを実現す
ること、それを信仰だ、それが、イエス
様の甦りがこの地上で起こったことの果
実だと、どうしてもそちらの方向に流さ
れてしまうものだからです。けれども、
イエス様の復活がこの地上で起こったと
いうことは、そのような意味での内か外
かを明らかにするものではありません。
イザヤ書にあるように、確かに内か外か
ということはあります。けれども、内か
外かを決めるのは、他でもない神様であ
り、イエス様の甦りの出来事はその神様
がなさったことでもあるのです。つまり、
悪意をもって偽りの証言をする人々にも、
私たちにも、決して閉ざされてはいない
ことを伝えるのです。なぜなら、私たち
の目の前にある番兵の姿も、また、ユダ
ヤ教指導者たちの姿も、私たちの姿その
ものでもあるからです。 

イザヤ書が人の一生を木の一生に譬え
るように、様々な局面において、人は
様々な姿を見せるものです。それが私た
ちがこうして地上に生きているというこ
とでもあるからです。そして、この地上
にイエス様は甦られたわけですが、それ
は、人を選り好みするためではありませ
ん。イエス様がご自分を見捨てた弟子た
ちを招かれたように、その弟子たちと対
極にある人々をも招こうとされているの
です。ですから、信仰によって御心の内
側にあると私たちがよくよく理解するこ
とができるなら、彼らの罪をあげつらう
ことなど私たちにはできないはずです。
けれども、それは、私たちが彼らの罪に
目をつぶることではありません。御心の
内側にある自らの姿を認めるということ
は、イエス様の甦りがこの地上で起こっ
たことだと認めることであり、つまりは、
事実を事実として理解し、また現実を現
実として受け止めるということです。そ
して、それは、一歩退いて距離を置いて、
目の前にある事柄を冷静に見つめ、そこ
で我が身を御心の内側に置いて、共にあ
るイエス様にすべてを委ねるということ
です。 

けれども、それは簡単なことではあり
ません。どうしても自分の気持ちや考え
が先に立ってしまうのが私たちだからで

す。まただから、始末の悪いことに、そ
のようなとき、私たちは自分で自分を守
ろうとして、このユダヤ教指導者のよう
な振る舞いをなすのです。つまり、真実
をねじ曲げ、誤魔化してしまうのはそれ
ゆえのことであるということです。です
から、そういう意味で、自分に毒がある
ことを理解していることは大事なことで
す。また、時に毒をはくことも必要な事
でもあるのです。けれども、それは誰に
対してか、ということです。イエス様の
御心の中にあることが分かっていれば、
毒をはく相手はイエス様です。けれども、
それが分かっていないとき、誰に毒をは
くことになるのか、それは私たちにとっ
ては言わずと知れたことです。そこで渡
邊和子さんが仰っていたことを思い出す
のですが、私たちの生涯においては、花
を咲かせ、大きく枝を伸ばすことができ
ない時がたくさんあります。ですから、
そのような時、私たちはどうすればいい
のかと深く悩み苦しむことになります。
そこで、思い出したことが渡邊和子さん
の言葉でありますが、それは、深く深く
地に根を張るということです。イエス様
の甦りがこの地上に起こったということ
は、大きく枝を張る出来事であると同時
に、深く深く地に根を張る出来事であっ
たということです。そして、「木の一生
のように」と言われていることは、まさ
にそういうことであり、それが私たち信
仰者の生涯であるということです。また、
だから、私たちは木の一生のようにその
枝を張り、葉を茂らせ、あるいは、深く
深く地に根を張り、多くの命を育むこと
ができるのです。そして、そこで大切な
ことはこの地上で私たちが立つべきとこ
ろに立ち続けることでもありますが、そ
れがイエス様の十字架と復活の出来事で
あり、それが、私たちが今こうして聞い
ている御言葉の上であるということです。
そして、私たち藤沢教会はそのような教
会であると、私はそう思います。それは、
私たちが復活のイエス様を信じるがゆえ
に、神様の御心の中に生きているからで
す。祈りましょう。 


